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ハンガリーは石油と天然ガスの禁輸制裁にどのように対応するのか 

 

欧米の対ロシア制裁は物資やサーヴィス面の輸入制限で効力を発揮しつつあるが、国
際金融面での効果が思ったほど出ていない。ロシアの外債利払いで、デフォルトが間近
いと予想されながら、ロシアは外貨で元利支払いを続けている。その原資は石油と天然
ガスの売上げであることは間違いない。少なくとも、欧州地域からロシアに支払われる
石油と天然ガス代金が、1 日 10 億ドル（10 日で 1 兆円超）に上ると報道されている。
この売上げ収入がある限り、ロシアがデフォルトに陥ることも、戦費に困ることもない
（もっとも、お金があっても、資材の輸入が断たれているので、武器の補填や国内製造
が進むとは考えづらいが）。 



 
ブダペスト通信 

  

2022年 5月 10日                                                                         1 

ロシアの無法を食い止めるのに軍事力を使うことができなければ、兵糧攻めにするし
かない。しかし、ロシアのエネルギー輸出に手を付けなければ、決定的な効果が得られ
ないことが明らかになった。他方、ロシアへのエネルギー資源制裁はロシアからのエネ
ルギー供給に依存してきた多くの国にとって、厳しい政策判断を迫られることを意味し
ている。 

ハンガリー政府は国の利益のために、「戦争から距離を置くことが必要」だと国民に
呼びかけ、国民の不利益になるような制裁措置は受け入れられないと主張している。一
方で制裁に同調しながら、他方でロシアからのエネルギー資源の益を享受しようとする
のは矛盾しているが、まさにここに対ロシア制裁の面従腹背的姿勢が現れている。制裁
を発動する側が、制裁発動から発生する不利益を甘んじて受けるという姿勢がなければ、
本当の制裁にならない。 

制裁が永遠に続くことはない。ロシアがポスト・プーチン時代に入り、戦争の過ちを
認めれば、再び新しい関係が築かれるはずである。それまでのあいだ、ロシアとウクラ
イナに隣接する諸国は、軍事的に支援できないなら、ロシアが過ちを認めるまで、制裁
による不利益を忍ばなければならない。自国の利益のためを称して、抜け駆けすること
は許されない。代替輸入源を確保する作業は欧州全体の利益を守るための義務である。 

 

石油と天然ガスの代替可能性 

5 月 4日、ヴォンデアライエン欧州委員長はロシアからの石油と天然ガスの輸入停止
の制裁措置の段階的導入を明らかにした。統計に依れば、EU 全体の石油のロシア依存
度は 25％、天然ガスのそれは 40％である。しかし、これは平均値であって、EU 諸国
内の依存度には国ごとに大きなばらつきがある。 

石油とガスをエネルギー計算した統計では、ロシアへの依存度はリトワニア 96％、
スロヴァキア 57%、ハンガリー54%、オランダ 49％、ギリシア 47%、フィンランド
45%、ポーランド 35%、ドイツ 30％、ラトヴィア 31%、クロアチア 25%となっている。
このなかで、海に面していない国は、スロヴァキアとハンガリーである。この二ヵ国の
場合、ロシアからのエネルギー資源の輸入転換を実現するのは容易ではない。実際、オ
ルバン首相はハンガリーのロシアへの石油の依存率が 60％、天然ガスの依存率が 80％
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で、とても調達先を転換するのは不可能で、ロシアからのエネルギー資源の輸入停止は、
ハンガリーにとって経済的な原爆を落とすようなものとまで主張している。しかし、こ
れはかなり誇張した主張だ。 

旧体制時代から、ソ連への全面的なエネルギー依存を避けるために、アドリア石油パ
イプラインが敷設されている。クロアチアからハンガリーへ流れるパイプラインで、ハ
ンガリーに到達した中東石油は、さらにロシアの「友好パイプライン」でチェコやスロ
ヴァキアへ送ることができる。年間 1 千万トンの輸送能力があり、ハンガリーが使用す
る 1 年分の石油を賄うことができる。これまでアドリアパイプラインの使用度は低かっ
たが、それは輸送中継料金が、ロシアの「友好パイプライン」より高いからである。 

他方、政府は技術的な面からアドリア石油パイプラインからの石油輸入で、ロシアの
石油を代替できないと主張している。ウラル産のロシア原油と中東原油では精製技法が
違うと主張している。しかし、専門家はロシアからの原油も一定のブレンド加工を施さ
れたものが送られてきており、中東原油からの原油も同様に一定のブレンド加工品で、
それほど本質的な違いがあるわけではないという。これまでもアドリア石油パイプライ
ンで輸送された中東石油を精製しているのだから、技術的に克服不能な困難があるわけ
ではない。ハンガリーの輸入元 MOL はアドリア石油パイプラインへの全面転換には、
数年の時間と一定の技術投資を必要とすると主張しているが、これも政府への忖度が含
まれる主張と思われる。 

 

石油と天然ガスとでは、制裁の効果や制裁する側の不利益も大きく異なる。 

ロシアにとって、石油の輸出制裁は天然ガスより厳しい結果をもたらす。原油抽出を
適宜止めることは不可能で、売り先のない噴出する原油の処理が難しくなる。他方、制
裁を課す側は、精製の技術的条件さえ整えば、比較的容易に輸入の代替源を見つけるこ
とができる。 

これにたいして、天然ガスの場合は、ロシアは供給停止を比較的簡単に行うことがで
きる。他方、それで困るのは制裁を課す側だ。制裁を課す側には、ロシア以外からの調
達を余儀なくされ、パイプラインがなければ、LNG（液化天然ガス）の海上輸送とその
気化装置が必要になる。海に面していないスロヴァキアとハンガリーの場合は、港から
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の LNG輸送も必要になる。したがって、天然ガスの代替源の確保は大きな投資を必要
とするだけでなく、それなりの時間もかかり、ガス料金が高騰することは避けられない。 

したがって、EU 内の制裁決定においても、石油と天然ガスは切り離して行われるこ
とになろう。当面、ハンガリーは拒否権を行使し、石油の禁輸を拒否するかどうかが、
当面の焦点になる。 

 

ハンガリー政府のディレンマ 

今回のロシアの侵略戦争で再認識されたように、ロシアの権力が専制的である限り、
エネルギーをロシア一国だけに頼る政策は常に政治的リスクを抱える。そのことは旧ソ
連時代から言われてきたことである。社会主義時代ですら、アドリア石油パイプライン
を附設することで、ハンガリーは万一の事態に備えていたはずである。 

ところが、オルバン政権はロシアや中国との友好関係を強化する姿勢を示すことで、
EU 内で「瀬戸際外交」を展開してきた。その「瀬戸際外交」はロシアのウクライナ侵
略で破綻した。にもかかわらず、オルバン政権はその破綻を認めるのではなく、自国利
益の優先を掲げることで、破綻を覆い隠してきた。政権を支持する有権者も、ほぼオル
バン首相の主張に同調し、ロシアへのエネルギー依存を肯定的に捉えている。反社会主
義反共産主義を唱えながら、旧体制時代以上に対ロシアへの依存を強めるのは矛盾して
いるが、イデオロギーは野党を叩くための道具に過ぎず、自らが旧社会主義政権と同じ
政策を取っていることに何の矛盾も感じないのだ。そして、安いエネルギーを国民に提
供するという目先の人参に釣られた有権者の 3割が、強固に現政権を支持する基盤にな
っている。 

ハンガリー政府にとって頭が痛い問題は天然ガスだけにとどまらない。ハンガリーの
電力供給の過半をロシアの技術で建設されたパクシ原発が担っている。500MW の原発
が 4 基稼働しているが、それらすべての原発は当初の耐久期限（30 年）を過ぎており、
現在は 20 年間の延長期間にある。 

ハンガリー政府はそのパクシ原発の耐久期限を延長しつつ、新たな原発（加圧水型
VVER-1200 型を 2 基）を建設することを決め、2014年に国際入札を行うことなく、ロ
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シアの Rosatom 社と増設契約を締結した。建設費の 8 割をロシアからの融資によって
賄うプロジェクトである。契約の詳細は 30 年の国家機密として公開されていない。こ
の契約を巡って、欧州委員会は調査を行い、2017 年になってようやく承認した曰く付
きの案件である。 

ハンガリー（オルバン首相）とロシア（プーチン大統領）との蜜月は、このプロジェ
クトから始まった。ロシアとのビジネスは常に不透明な金銭授受が付随する。チェコの
ゼマン大統領がロシア寄りになったのも、ロシア資金が裏金の政治資金として流れたか
らと考えられている。それと同様に、オルバン首相が親ロシア親プーチンになったのは、
ロシアや中国とのビジネス関係の拡大が裏金形成に役立ち、かつ政権支持の実業家に仕
事を与え、自らの政治勢力を堅固にできるからである。さらに、東方政策を展開するこ
とで、EU 内で独自のポジションを形成でき、発言力を高めることができると踏んだの
である。まさに、ロシアや中国とのビジネスは、一石二鳥いや一石三鳥の効果があると
分かったのだ。 

しかし、瀬戸際政策は常にリスクを含む。ロシアが侵略戦争を始めてしまったこの段
階では、原発の建設や燃料輸入にもリスクが出てきた。今のところ、欧州委員会はハン
ガリーの原発拡張について何も発言していないが、ハンガリーがロシア原油輸入制裁反
対を強く唱えれば、やぶ蛇となって、ハンガリーの原発拡張問題がクローズアップされ
る可能性を排除できない。 

 

 

ハンガリー政府の不可解な態度 

オルバン首相が EU の対ロシア原油輸入制裁に反対していることにたいし、ロシアの
元大統領（元首相）メドヴェージェフは以下のような発言をソーシャルメディア
Telegram で行っている。四面楚歌のロシアにとって、ハンガリーは唯一、折につけ、
ロシアに寄り添う姿勢を示してくれる国になっている。 
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Дмитрий Медведев✔ 

Внесённый в «Миротворец» Премьер Венгрии Виктор Орбан совершил мужественный для безгласной Европы 

шаг. Он отказался поддерживать разрушительное для экономики своей страны эмбарго на энергоносители из 

России и безумные санкции против религиозных деятелей (читай: Патриарха Московского и всея Руси и 

других православных иерархов). 

 

Hungarian Prime Minister Viktor Orban has taken a courageous step for a voiceless Europe. He refused to support an 

embargo on energy from Russia that was destructive to his country's economy and insane sanctions against religious 

figures (read: the Patriarch of Moscow and All Russia and other Orthodox hierarchs). 

 

Видимо, наиболее разумным лидерам стран ЕС надоело тихо перемещаться к обрыву вместе со всем 

стерилизованным европейским стадом, которое ведёт на убой американский пастух. 

Apparently, the most sensible leaders of the EU countries are tired of moving quietly to the precipice along with the 

entire sterilized European herd being led to the slaughter by the American shepherd. 

 

Посмотрим, что предпримет этот пастух. И конечно, как поведёт себя та часть стада, которая готова к 

самопожертвованию ради сытой жизни пастуха. 

 

Let's see what that shepherd does. And, of course, how that part of the herd that is willing to sacrifice itself for the sake 

of the shepherd's well-fed life will behave. 
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2015年のオルバン－メドゥヴェジェフ会談（Fotó: DMITRY ASTAKHOV/Sputnik via AFP） 

 

ロシアの侵略戦争が始まって以降、ハンガリー政府は、「ウクライナの領土の一体性
を支持する。紛争は平和的に解決されなければならない」と言いつつ、「ハンガリーが
戦争に巻き込まれることがあってはならず、紛争の外にいることが正しい政策であり、
ハンガリー国民の利益を最優先することが重要である」と主張している。この立場から、
ウクライナからの難民は支援するが、武器の供与や武器の通過それ自体は戦争にかかわ
ることになるので拒否するという態度を貫いている。 

一見してもっともらしい主張であるが、この口先だけの主張には、ロシアへの批判も
ウクライナの悲劇に対する心痛も見えない。この消極的態度には、明らかにロシアとプ
ーチンにたいする忖度が垣間見える。本当にロシアの友人なら、プーチンに対する厳し
い意見や対応があってしかるべきだ。ウクライナの領土の一体性を支持すると言いなが
ら、それが壊されていることに対し、何の意見表明もない。ただただ、ハンガリー国民
の利益を守るために、ロシアの原油と天然ガスを輸入し続けなければならないと主張し
ているだけである。 

フォンデアライエン委員長は 5月 9 日夜、急遽、オルバン首相を訪問し、ロシアの石
油輸入制裁への支持を要請したようだが、話し合いは物別れに終わったようだ。EU で
はハンガリーの法治性（rule of law）に対する厳しい調査が始まっている。対ロシア石
油禁輸制裁に最後まで反対すれば、ハンガリーの EU 内での立場はさらに悪化するだろ
う。 
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